
周作人詩話 二

－

一　日　　▲

松
岡
俊
裕

9

．
且
一

赤
壁
の
　
淵
瀬
も
埋
ま
り
　
淀
み
つ
つ

も

だ

　

　

　

　

　

　

　

　

た

だ

上

名
も
徒
に
・
人
な
き
舟
の
　
漂
え
る

と
ど
め
き
も
　
炬
と
と
も
に
断
且

か
・
ぜ

悲
風
害
む
く

も
ら
ん
た
士

英
魂
　
内
に
遊
ぶ
は
　
l
殻
知
れ
ず

（
『
紅
楼
夢
』
　
伊
藤
東
平
訳
〕

光
措
二
十
五
年
二
八
九
九
）
の
詩
作
で
現
存
す
る
虻
は
瀧
回
〔
「
l
」
）
の

叔
桂
に
紹
介
し
た
「
春
雨
」
と
「
天
官
風
琴
」
聖
一
首
の
皐
で
あ
る
。
こ
竺
一

F

っ
申
詩
に
於
て
自
身
の
学
力
不
足
に
対
す
る
反
省
虻
念
受
勉
学
へ
の
新
た
な
蘭

癒
喜
岳
し
た
周
作
人
は
、
引
き
続
き
斉
家
．
空
転
市
民
で
価
の
弄
酷
青
に
つ
い

て
勉
学
に
励
む
こ
と
に
な
る
。
弄
鎧
吾
は
介
辛
公
と
と
鴇
に
早
期
の
周
氏
l
二
元

弟
〔
租
迅
、
周
作
人
、
周
建
人
）
に
学
問
の
在
り
方
中
学
間
を
す
る
こ
と
の
丑

鶉
を
畢
見
た
人
と
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
廟
在
で
あ
る
。

同
年
十
月
二
日
、
前
年
重
芯
に
実
施
さ
れ
七
鼎
考
〔
会
稗
華
と
府
苛
〔
紹

興
壁
に
及
給
し
て
い
た
周
作
人
は
〔
い
ず
血
も
成
就
猫
背
七
く
簡
く
、
前
者

は
第
十
回
第
三
十
四
名
．
〔
全
十
一
回
。
一
国
は
五
十
名
凸
屈
の
租
迅
は
畢
二
田
射

三
十
七
名
］
で
徒
者
は
宙
四
囲
辞
四
十
七
億
［
会
傭
人
偲
撞
十
回
パ
働
畢
［
砂

丘
玉
が
受
醜
］
は
軒
八
回
如
三
十
名
〕
で
あ
っ
た
〕
秀
才
〔
生
色
に
な
る
た
め

の
最
終
試
駈
た
る
院
試
受
験
の
丑
韓
を
す
ま
せ
、
・
同
月
五
日
に
受
放
し
た
が
、

成
就
は
苛
も
ず
落
第
し
た
。
一
族
で
は
三
年
前
に
亡
く
な
っ
た
周
作
人
の
父
親

l

の
伯
宜
公
と
同
世
代
田
仲
翔
公
（
官
名
は
開
山
〕
だ
け
が
僅
下
位
の
軒
四
十
名

を
も
っ
て
秀
才
に
及
窮
し
た
。
い
わ
ゆ
る
几
股
立
を
試
験
間
借
と
し
て
課
す
石

田
は
こ
の
年
が
僅
桂
で
、
翌
年
か
ら
八
股
文
に
代
わ
っ
て
策
論
が
課
せ
ら
れ
る
．

こ
と
に
な
る
。

こ
の
周
作
人
に
と
っ
て
始
め
て
の
秀
才
試
論
に
落
窮
し
た
・
亡
と
は
社
忙
小
さ

か
ら
ぬ
打
撃
を
与
え
た
と
菰
且
、
恐
ら
．
く
気
持
ち
を
新
た
虹
す
る
た
埠
で
あ
ろ

う
、
同
月
三
十
日
に
杭
州
の
府
瓢
に
収
監
さ
れ
て
い
る
祖
父
の
舟
牢
公
に
手
紙

を
酉
い
て
一
宇
名
に
改
名
し
て
く
れ
る
よ
う
に
値
痕
す
る
と
と
も
に
〔
介
争
丑

は
な
ぜ
か
一
宇
名
で
は
な
く
二
宇
名
、
．
杢
捏
〔
皇
帝
へ
の
棄
酷
と
皇
帝
監
苛

を
経
て
位
に
叙
す
る
旨
記
し
た
宜
宙
を
授
け
る
悲
〕
な
つ
け
た
。
恥
骨
申
組
詩

と
昔
が
同
じ
）
、
同
日
の
日
記
に
「
ま
た
た
く
闇
に
仲
冬
〔
十
一
月
U
に
な
も

う
と
し
て
い
る
。
学
術
に
進
歩
が
載
ら
れ
な
い
ま
ま
に
年
を
と
ろ
う
と
し
て
ト

る
こ
と
に
、
虚
血
ず
恥
入
っ
た
」
五
官
点
し
た
牒

祖
父
の
介
字
公
に
直
接
把
噂
し
て
も
ら
う
た
め
に
杭
州
行
を
思
．
い
耳
つ
由
比

十
一
月
十
二
日
の
こ
と
で
あ
る
〔
同
計
の
日
記
．
↓
無
銭
と
っ
ぴ
な
考
え
が
生
じ

た
周
明
春
省
都
〔
杭
州
］
に
行
こ
う
と
思
う
。
長
兄
〔
租
甜
］
が
酔
っ
て
酷
て

か
ら
相
談
す
る
こ
と
に
す
る
。
長
い
こ
と
枕
席
［
介
辛
公
〕
か
む
手
紙
が
来
な

い
。
心
底
事
紙
が
待
ち
ど
お
し
い
」
〕
。
三
味
古
座
で
の
勉
学
は
こ
の
年
限
り
で

あ
り
〔
卒
菜
は
十
二
月
五
日
｝
、
そ
の
後
「
人
で
勉
学
L
．
拭
け
る
巾
に
不
安
を
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